
島嶼コミュニティ学会 2025年 12月研究大会 プログラム 

 

2025年 12月 13日（土）            於）阪南大学あべのハルカスキャンパス 

第２・第３セミナー室 

 

10：00～12：00 理事会 

 

12：50～13：00 挨拶 土屋久（順天堂大学） 

 

13：00～13：30 岡根好彦（阪南大学） 

ハワイ州憲法における公的信託の法的構造 

 

13：30～14：00 喜島健太（環太平洋大学）、柴山慧（福山平成大学） 

離島における小学生の社会情動的能力についての事例研究 

- K県 A島 X 小学校を対象として - 

  

14：00～14：30 後藤康人（八盛隊・歴史民俗資料館担当） 

八盛隊に参加して 

-八丈島地域おこし協力隊活動報告- 

 

14：30～15：00 鳥居享司（鹿児島大学） 

     沖縄県におけるモズク養殖の生産安定化に向けた取り組みの現状と課題 

- 勝連漁協を事例に - 

 

休憩 10分 

 

15：10～15：40 阪上正英（日鉄神鋼建材株式会社） 

沖縄県本島中部西海岸沖における都市近郊型設置鋼製魚礁の効果 

 

15：40～16：10 佐野玲央（鹿児島大学大学院）、鳥居享司（鹿児島大学） 

ブリ人工種苗の中間育成体制の確立にむけた条件分析 

- 東町漁協と南種子町漁協の連携を事例として - 

 

16：10～16：40 堀本雅章（法政大学沖縄文化研究所） 

鹿児島県臥蛇島の無人島化への要因 

 

16：40～17：10 辻朋季（明治大学） 

ドイツ及び宮古島との接点から見る「炭坑の島」西表島の近代 

 

17：10～17：20 総括・まとめ 小山茂（都立広尾病院） 


